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は じ め に
昨今,コ ン ピュー タ用外部 記 憶装 置の コンパ ク ト化 とア クセス ・ス ピー ドの向上 は,ハ ー ド
装 置の価格 の低 下 とあい まって,コ ンピュー タの利用 環境 に大 きな変化 をもた ら してい る。か
つ ては,メ ガバ イ トとい う単位 を越 え るよ うなフ ァイル(デ ー タ ・べ一 ス)を 操作す るのは,
ほ とん ど大 型計算機の世 界に限 られていたのが,パ ー ソナル ・コンピュー タで20～80メガ ・バ
イ トのハー ドデ ィスクを搭載 す るのが通常の こ ととな った現在では,か な りの容 量 のファイル
も,ユ ーザー の利用 目的 に よっては,直 接パー ソナル ・コンピュー タで処理 で きるよ うにな っ
て きて いる。 しか し,コ ンピュー タのハー ド能力 の向上 は,同 時 に,ユ ー ザーが利用 したい情
報 量 を も飛 躍的に増大 させ て いるので,よ り大 きなデー タをよ り高速 で扱 えるハ7ド へ の改良
や,大 容量 デー タを合理 的に圧縮 コンパ ク ト化す るソフ トへのニー ズ をも高めて いる。
そ こで本 稿 で は,日 本 経 済新 聞社 が提供 して いる,「NEEDS日 経財務デー タ」の うち,
「一般事業会社 ・本決 算デー タ(磁 気テープ)」(以下,NEEDSデ ー タ と略す)を 対象に した
デー タ圧縮 法 と,パ ー ソナル ・コンピュー タでの利用法 につ いて,筆 者の試み を紹介 す る1)。
1.NEEDSデ ー タの構成 と圧縮 の 目的
NEEDSデ ー タは,全 国証券 取引所上 場会社(約1800社)の 本決 算デー タな どの411項目を
1964年度 以 降収録 して い る もの で,1988年6月決算期 迄 の 累計 で,57005レコー ド,約170メ
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ガ ・バイ トの容量となっている。このようにかな り大容量のため,こ のデー タを利用 しようと
するユーザーは,大 型計算機センターなどを利用 してこの磁気テープ ・デー タを企業 コー ドな
どからア クセスが可能なVSAM形 式ファイルに変換 してディスクに保存し,そのファイル形
式に見合 った出力プログラムを各 自作成することで必要なデー タを取 り出す,と い う方法で使
うのが一般的であったようである。 しかし,最近はパーソナル ・コンピュータ ・ユーザーが増
大 し,出力デー タをパソコンで再処理 したい というニーズが高 まってお り,またそのことでよ
り効果的 な解析 を得 られ ることも多くなった。 その場合,(1)大型計算機の出力ファイルをパ
ソコン用フロッピー ・ディスクにおとして利用す る方法,(2)パソコンか ら通信で大型計算機を
利用 し,出 力を直接パソコン ・ディスクに転送す る方法,な どがこれまでは考 えられたが,大
型計算機センターの利用時間の制限や,特 に,出力をパソコン・ディスクに転送する作業の煩わ
しさと,処理時間の遅さを考 えると,最初からパ ソコンにデー タ ・べ一スを設定 して,出 力が
直接パソコンで得 られれば非常に便利なのは間違いないところである。
企業財務デー タを対象にした計量的な研究では,デ ータを取 り出すのが1度 で終 ることは少
ない。ある仮説で以て取 り出したデー タ群の解析の結果,さ らに別のデータ群 を取 り出して解
析す ることが必要 になることはめず らしいことではない。このような時に,そ の処理が連続的
に1つ のマシン上で行 なうことが出来れば,計 量的解析の一層の深化 に繋がることも大いにあ
るのではないだろうか。 しか しパ ソコンでこれを行なお うとして,約170メガ ・バイ トという
オリジナルのデータ量をそのまま移植するのは,ハ ー ド・ディスクの大容量化の現状でも容易
なことではない。パソコンで,そ してそのハー ド・ディスクにデータを常駐 させて利用 出来る
ようにするためには,10メガあるいは20メガ ・バイ トという単位以下にデータを整理するのか
圧縮することが どうしても必要である。
そこで,第1目 標 として20メガ ・バ イ ト程度にデータを圧縮 しようとしたのであるが,通 常
のデータ圧縮技法の利用では,オ リジナル ・データ量で1/8以下にするというような圧縮を達
成するのは困難であった。 このNEEDSデ ー タの特性に うま く対応 した圧縮法 を用いる必要
があることが想定 されたが,以 下に説明するような独 自な方法 を利用することで概ね成功 した
ので,そ の方法 を順 に説明する。
1)こ の論文 の基礎 となってい るものは,大 阪市立大学経済学部の大川勉教授 と,同 学部堀 山秀一助
教授 らと共に進めた企業分析研究会での総合経済 ・経営分析 システムを作成す る研究作業である。
同研究会では,研 究者がパ ソコンで も容易に一般事業会社決算デー タのような大容量デー タ ・べ一
スにアクセスできることをめ ざし,同 デー タのCD-ROM化 を達成した(「日経パソコン」86年10
月20日号参照)。しか し,個 々の大学 ・学部 ・研究者が購入 しているデー タを,個 々に,か つ継続的
にCD-ROM化 す るのは,時 間の点 でも費用の点 でも非常な コス トを伴 うものである。そこでよ
り容易にパソコン用のデー タ ・べ一ス として利用で きる方法 を検討 し,こ の論文で示すような方法






NEEDSデ ー タは,既 に説明 した よ うに1964年以 降継 続的 に更新 され る411項目のデー タか









1社 の1決 算期 のデー タは,1レ コー ド3,000bytesに収め られてい るが,こ の うち大部分
はPackedDecimal9桁の数値 デー タであ り,こ れが副 次項 目を含め ると415項目あ り,1レ
コー ドの約3分 の2に あ たる2,075bytesを占め る。残 りの925bytesは文 字,ま たは文字列
のデー タ項 目で あ るが,内39bytes分は,EBCDICコ ー ドの数字1～5丶 カラムか らな るもの
で あ り,入 力 は 文 字(列)で あ るが,数 値 と して も扱 え るデー タ とな って い る。 従 って
NEEDSデ ー タの圧縮 の ため には,な に よ りもこの数値 デー タ,特 に10進数9桁 の数値 を効 率
良 く圧縮す るこ とが必要 で ある。
2)SequentialFileとは,1つ のまとまりを持 ったデー タ単位であるRecordが,何等かの順番に収
め られてい るフ ァイル とい うことであ り,デ ー タの入出力は通常第1レ コー ドか ら昇順に行 う。
RecordSizeはこの まとまりのあるデータ単位が何 バ イ トから構成 されているか とい うことであ
り,こ のサ イズが全 ての レコー ドについて同一であ る固定長 と,レ コー ド毎に大 きさの異なる可変
長などの種類がある。 なお,固 定書式 とは1レ コー ドの何バイ ト目から何バイ トはどのようなデー
タがどのよ うな記 憶様式で収め られているか前 もって決まって書 き込まれているファイル とい うこ
とであ り,固定書式ファイルは多 くの場合 固定長ファイル となる。
3)PackedDecima1とは,コ ンピュー タで数字 を扱 うときの形式の1つ で,10進数の数字1桁 を0.5
byte(4bitsの0000b～1001b)で表現する ものである。数値の正負 も同 じく4bitsで表され通常
1011bか1111bがあて られる。PackedDecima1の9桁は,従 って0.5×9桁+0.5(正負の判定用)=
5bytesとなる。
4)コ ンピュー タでは通常,英 数 カナなどの文字(半 角文字)1文 字 を1byteで表現するが,そ の
時,1byteで表現 できる0～255までのコー ドのどの番号にどの文字を対応させるかを前 もって決
めてお く必要がある。この対応のさせかたの1つ がEBCDICコー ドと呼ばれ るもので,コ ー ド番
号の64～255に通常文字 をあてはめ,0～63にはコンピュー タを制御する様々な特殊 コー ドをおいて
いる。汎用計算機で使用す る文字 コー ドは概ねこのコー ドであるが,パ ソコンでは32～255に通常文
字 を対応 させて使 うASCIIコー ドを主に利用 してい る。
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2-1.コ ン ピュー タ で の数 値 の 扱 い
コン ピュー タで数値 を扱 う場合,通 常 は数値 を2進 数 で表現 し,整 数 は2バ イ ト,4バ イ ト
等 で,ま た浮動 小 数 点は,4バ イ ト,8バ イ トな どの よ うに コン ピュー タで扱 い易 い,16,
32,64bits単位 に ま とめ て記録,処 理 して い る。 い ま,整 数 だけ を考 え るのな ら,xbitsか








で表 す こ とが で きる。別 の言い方 をす ると,PackedDecimalの9桁,5バイ トの整 数(固 定
小数 点形式 の数値 も小数 点以下が何桁か指 定 され ていれば 同 じであ る)は,2進 数表 記法 によ
る4バ イ ト整 数 で数 値 の精度 の変 更無 く置 き換 えれ る と言 え る。 この方 法 だけ で,Packed
Decimalの9桁の数 値 デー タは,5分 の4に 圧 縮 で きるわけ で あるが,そ れだ けで は圧 縮率
が あ ま りに低 い。 そ こで,NEEDSデ ー タに実 際に収録 されて いる数値 をみ る と,入 力 されて
い るデー タのすべ てが9桁 の数値 であ るのでは な く,実 際 は,そ れ以下 の桁数 で表現 され てい
る数 値が 多い こ と,ま た,デ ー タ項 目の入力が無 い欠損値 と指定 されて いる一999999999が非
常 に 多い ことが分 か った。 それ な らば,実 際の数値 の桁数 に見 合 った領域 を,各 項 目の数値 に
割 り当て れば,デ ー タ圧縮率 はか な り高 くなる筈 であ る。 しか し,そ の ような圧縮 をす るため
には,1つ の項 目の数値 が 占め る領域(ビ ッ ト数 ・バ イ ト数)が 前 もって決 って こないので,
数値 と数値 の間 に,何 か確 実 な区切 りを設定す るのか,そ れ と も,1つ1つ の数値 が入 力 され
た長 さが判定 で きるインデ ッ クス を設け る ことが 必要 とな る。 この うち,「区切 り」 をなん ら
か の コー ドで挿 入す るこ とは,圧 縮 を実現 しなが らは実際 は不可 能 であ るので,イ ンデ ック
ス ・デー タに圧 縮 して入力 した実 際の数値 桁数 を表現 させ,そ れ に対 応 して数値 を指定 された
長 さだけ書 き込む とい う措置が 必要 となる。 では,イ ンデ ックス ・デー タを一体 どの よ うに設
定 し,そ して実デー タをどの ように表現 させ れば よいのだ ろうか。 その点 につ いて は,整 数 で
あ る実デー タをバ イ ト単位 で表 す圧 縮法1,4ビ ッ ト単位 で表す圧縮 法2,ビ ッ ト単位 で表す
圧 縮法3の3つ の方 式 を以下 の様 に考 えた。
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2-2-1圧 縮法1(2ビ ッ ト固定 インデ ックス,0～4バ イ ト可変 長デー タ)
圧縮 法1は 実 デー タを0～4バ イ トか らな るバ イ ト単 位 の2進 数 の整 数 で表 そ う とす るも
の で あ るの で,実 デ ー タのバ イ ト長 は5種 類 あるこ とにな る。 この5種 類 とい う区別 を表 す
イ ン デ ッ ク ス の コー ド化 の ため に は,固 定 長 な ら3ビ ッ ト{0=000b,1=001b,・・4=
100b,5=101b},可変 長 な ら5ビ ッ トまで{0=1b,1=01b,2=001b,3=0001b,4=
00001b,5=00000b,など},の インデ ックス領 域 が必要 なこ とになる。 どち らの方式 を とっ
て も,3バ イ ト以下 で表現 で きる実 デー タが 多ければか な りの圧縮が期待 で きる。 しか し,こ
のバ イ ト単位 で実 デー タ を表すの は,圧 縮 デー タか ら4バ イ ト整数への読 み込み と変換 が容 易
な こ とに も特徴 があ るので,イ ンデ ックス長 を固定化 す ることで,ま た,出 来れば そのインデ
ックス ・デー タもバ イ ト単位 で整理可能 で あるこ とが,特 徴 を生かす こ とにな る。 そこで,可
変長デー タ を0,1,2,4バ イ ト長 の4種 類,イ ンデ ックスを固定長2ビ ッ トとしたのが表
1で示す圧縮 法1で あ る。欠損値 がほ とん どないデー タを対象 にす るな ら表1を 変 形 し,1～
4バ イ トの4種 類 に00b～11bのイ ンデ ックス ・コー ドを与 えれ ばよい し,1バ イ トで表現 で き
る整数 の頻 度が少 ないデー タが対 象 なら,0,2,3,4バ イ ト整数 の4種 類 を選 択 して も良
い。














※*の つ いた き段 目以降 の数値 の領 域 は,そ れ よ り上 の段 で示 され た
数値領域 を除 くもの とす る(以 下の表2～ 表3も 同 じ)
2-2-2圧 縮 法2(1～8ビ ッ ト可変長 インデ ックス,
0～32ビッ ト ・4ビ ッ ト単位 可変長 デー タ)
圧 縮 法1で は圧縮 デー タ をバ イ ト単位 の 可変 長 で表 そ う としたが,圧 縮 法2(表2)で は
1/2バイ ト(4ビ ッ ト)単 位 で表す こ とで,デ ー タ数 値 の レン ジが広 い(数 値 のバ ラツキが大
きい)時 に,よ り効率 的 な圧縮 を図 ろ うとす るもの であ る。圧縮 デー タ長 の種類 は,0～4バ
イ トで9種 類 にな るの で,1種 類 をどれか に統合 す るこ とで割愛 して も,8種 類 の区別 を表す
3ビ ッ トの 固定長 イ ンデ ックス,若 しくは1～8ビ ッ トの可変長 インデ ッ クスが 必要 となる。
なお,欠 損値 を無視 す るな ら,表2のindex2-1の先 頭1ビ ッ トは省 略 で き,index2-2は
0.5～4bytesまで,す べ て0.5byte単位 で表 現 で き る。 また,index2-1はこの上 下の並 び
を変 更す ることもで きる。
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表2圧 縮法2の インデ ックス と圧縮データ長
実データの数イ直 index2-1index2-2圧縮テLタ 長byte
一999999999 1 000 0
一8～7 oi 001 0.5
一128-127 001 010 1
一2048～2047 0001 011 1.5
一32768～32767 00001 100 2
一524288～524287 000001 101 2.5
一8388608～8388607 0000001 110 3
一134217728～13421772700000001 111 3.5*
上記以外の数値 !1111111 111 4'
*index2-2の時 は4bytes
index2-1,index2-2はビ ッ ト表 現
2-2-3圧 縮法3(1～9ビ ッ ト可変長 イ ンデ ックス,0～31ビ ッ ト可変 長デー タ)
圧 縮法3は,可 変長 の単位 を,最 小 の ビ ッ ト単位 にまで下げて,実 デー タを表そ うとす るも
のであ り,イ ンデ ックスの形式 をうま く整 えれば,よ り高い圧縮率 を実 現 出来 るこ とも期待 さ
れ る。 この場 合,実 デー タの 先 頭1ビ ッ トは必ず1で あ るの で5),その1ビ ッ トは省 略 で き
る。 なお,こ の形式 では正 負判定 ビッ トが独立 し,負 の数値 は正の値 の補数 ではな く,そ の絶
対値 で表現す る。圧縮 デー タの可変 長の種類 は0～30ビ ッ トの31種類 であ るの で,5ビ ッ ト固
定 長,も し くは1～30ビ ッ トの可 変長 インデ ックスが必要 とな る。 しか しNEEDSデ ー タの
値 のバ ラツキか ら考 える と,単 純 な固定 長 も しくは可変長 イ ンデ ックスでは,圧 縮率 が高 くな
らないので,両 者 を組み合 わせ る方式 を考 えた。
欠損値 をイ ンデ ックスで無視 して よければ表3の インデ ックスの先頭1ビ ッ トが省 略 出来 る
の は2-2-2と 同様 であ り,ま たindex3-1～indexa-3の並 びは上下 で変 更出来 る。
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表3圧 縮法3の インデ ックス と圧縮データ長
実デー タの範囲 index3-1index3-2index3-3圧縮データビット長 正負判定ビット
一999999999 1 1 1 0 0
0 oiX Olxx 01xxx 0 0
一1～1 oiX Olxx Olxxx 0 1
一3～3 001x 01xx Olxxx 1 1
一7～7 OOIx Olxx Olxxx 2 1
一15～15 OOOIxx OOIxx Olxxx 3 1
一31～31 OOOIxx OOIxx 01xxx 4 1
一63～63 OOOIxx OOIxx Olxxx 5 1
一127～127
幽
OOOIxx OOIxx Olxxx 6 1
一255--255 00001xxxOOOIxxxOOIxxx 7 1
一511～511 OOOOIxxxOOOIxxx OOIxxx 8 1
一1023-1023 OOOOIxxxOOOIxxx 001xxx 9 1
一2047-一2047 OOOOIxxxOOOIxxx OOIxxx 10 1
一212-1～212-1 OOOOIxxxOOOIxxx OOIxxx 11 1
一213-1～213-1 OOOOIxxxOOOIxxx OOIxxx 12 1
_214-1-一 一214-1 OOOOIxxxOOOIxxx 001xxx 13 1
一215-1～215-1 OOOOIxxxOOOIxxx OOIxxx 14 1
一216-1～216-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 15 1
一21'-1～217-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 16 1
一218-1～218-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 17 1
一2'9-1-2'9-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 18 1
_2ao_1～220-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 19 1
一221-1～221-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 20 1
一222-1～222-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 21 1
_223_1,,223_1OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 22 1
一224-1～224-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 23 1
一225-1～225-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 24 1
_226-1-一 一226-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 25 1
一227-1～227-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 26 1
一228-1--228-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 27 1
一229-1,一 一229-1 OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 28 1
_230-1..230_1OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 一29 1
該当数値なし OOOOOxxxxOOOOxxxxOOOxxxx 一 一
index3-1～3-3で数 字0,1が 記載 されている所 は可変長 ビッ ト,xの 字が記載 されてい る所は固定長 ビッ ト'である
2-2-4圧 縮法の違いによる実際の圧縮率 と圧縮法の選択
以上,9桁 の数値(32ビットの固定小数点)を 圧縮するいくつかの方法を説明 したが,で は
実際にこれ らの方式によるNEEDSデ ー タの圧縮率はどのようになるのだろうか。オ リジナ
ル ・データの収録会社数の1%に あたる20社を無作為抽出して,収 録全決算期について,82年
度以降 も継続 して,デ ー タ入力されている263項目のPackedDecimal数値について圧縮率を
計算 した結果は表4の ようになった。
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※ 指 数1は,2-2-1～2-2-3で説明 した方法で デー タ圧縮 した ときの,オ リジナル ・デー タに対す る圧縮率,指 数
2はインデ ックスの必要 ビ ッ ト数 をオ リジナル ・デー タの出現頻度の 多いもの には少 ないビ ッ トを割 り当て るこ
とで,各 イン デ ックスの上下 を並べ かえた もの。
インデックスの特別 な並べ代 えをしない指数1,を みると,圧縮法3のindex3-3が,最も
高い圧縮率 を実現でき,指数2ま でで比べ てみるとindex3-2とindex3-3がほぼ同 じ圧縮率
の高さを実現できるようである。それでは,実 際のNEEDSデ ータ圧縮はこのどれを利用す
べ きなのだろうか。単に今回テス トしたデータの圧縮率 を高め ることだけを課題 とするなら,
並べ代 えをしたindex3-2若しくはindex3-3の方式 を用いるべ きである。 しかし,こ こでは
年々更新されることで,あるレンジの数値出現頻度が大 きく変化す るかもしれないようなデー タ
の圧縮 を考 えるのであるか ら,毎年入力数値 を点検 しインデックスを並べ代えることで最大の
圧縮率 を達成 してい くという方式はあまり良策ではないように思える。かなりの期聞変更す る
必要のない圧縮方法を考 えることが必要である。 とす るならば,index3-3の一般方式が実効
的な圧縮方式 と言えるか もしれない。
しか しどのような圧縮方式 を採用するかは,継 続的な圧縮率 の高さだけから決められるもの
ではない。データ圧縮処理が容易 なこと,特に圧縮デー タを読み込むパソコン側のプログラ ミ
ングと,処理スピー ドも検討せねばならない。そこで筆者は,当面は,圧 縮率は表中では最 も
低いが,プ ログラ ミングが汎用計算機 においても,パ ソコンにおいても最 も容易で,か つパ ソ
コンの処理 スピー ドが最 も速 くなると思 われる,圧 縮法1を 当面は採用 した5)。インデック
ス ・データを実データと切 り離 した別個のファイル として設定するとき,イ ンデ ックスの長さ
が固定 し,固 定長のファイルになっていた方がパソコンの操作 で便利であることも理由の1つ
になっている。
2-2-5文 字 と文字列 の圧縮
NEEDSに はPackedDecimalの数 値 以 外 に,文 字 と文 字 列 が入 力 され て い るが,
EBCDICコー ドの数 字だ けが入力 され てい る箇所 も多い。 これ は形式 は文 字 であ るが数値 と
5)NEEDSデ ータでは,150項目程度のPackedDecimal数値デー タ領域が,将 来のデータ入力用
の領域等 を確保するため空に(欠 損値)し てあ る。この領域 も圧縮デー タで確保するには,圧 縮法
1では150×2bits×57005records=2.14MBをインデ ックス ・ファイルの中に余分 に確保せね
ばならないが,NEEDSデ ー タの入力項目の変更は,そ れほ ど頻繁におこらないので,今 回の作業
ではその領域 を割愛 した。 しか し,厳 密な将来への対応 を考 えるならば,こ の領域 を確保 してお く
こ とが必要 であ るので,一 定時期 になれば,こ の圧縮法1で はな く,欠損値データのためのインデ
ックス領域が1bitでよい圧縮法3(index3-3形式)に 移行することが望 ましい と言える。
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して も扱えるので,そ れ らは 「数値」の桁数に応 じて,1～16bitsの固定長でデー タを扱 う
ことにした。英文 とカナが混 じる文字列か らなるデー タ項目としては,会 社名(当 該期 のもの
と,変 更があれば変更前の もの)が2箇 所 にそれぞれ35bytesと25bytesで入力 されてい
る。これらについては,最 新の決算期 に表示 されている会社名を,社 名情報ファイルの中に書
き出し,変 更前社名は,実 際の社名長 を1バ イ ト整数でインデックスとし,実デー タ部分に
は,そ の長 さに見合 ったASCIIコー ド文 字列 として入力することに した。文字列の圧縮には
もっと効果的な方法があるが,社 名変更はそ う度々ないので,ほ とん どが実質データ長が0と
なるので,こ のような方法 をとることとした。
3.圧 縮 デ ー タ ・べ 一 ス の構 成
以上 の ような圧縮 法 を とったの で,パ ソコン用圧 縮 デー タ ・べ一 ス は単 一 ファ イル では な
く,次 の よ うな3つ のフ ァイル に編成 した。
(1)基本 デー タフ ァイル:実 デー タの大部分 を保 存す るフ ァイルで,1社1期 分 の レ コ
ー ドは固定 されて いないが,1社 のデー タは最 古期 か ら最新期 まで連 続 している。 フ ァイル容
量は14,611KB
(2)インデ ッ クス ・フ ァイル ニ 実 デー タの インデ ックス を(1)の並 び の順 に保 存す るフ ァ
イルで,1社1期 分 の レコー ド長 は固定 され てい る(75bytes)。また,当 該 デー タの決算期
情 報 は(1)では な くこ こに収納 した。 また,実 デ ー タの レコー ド長 も記入 した。フ ァイル容 量
3,953KB
(3)会社 情報 フ ァイル:最 新決 算期 の英文 ・カナ社 名,日 経会社 コー ド,株 式 コー ド,
業種 コー ド,上 場情報 な どを収録 し,こ れ らは基本 デー タか ら割 愛 した。 またNEEDSデ ー
タにはな い 日本 語社名 を入力 した。 ここに は,収 録 開始 ・最新 決算期,収 録 決算数,(1)で当該
会社 のデー タが入力 されてい る開始 ポ インタ と入力総バ イ ト数,(2)のインデ ックス開始 ポ イン
タな どを収 め た。1社 について は1レ コー ドだけが,固 定長(128byte)で保 存 され てい る。
フ ァイル容 量256KB
3つ の ファイルに分 け たの は,圧 縮率 を高め る とい う目的 もあったが,同 時 に,階 層型 あ る
いは リレー シ ョナル型のデー タ ・べ 一 ス としてのデー タ ・ア クセス を容 易 しよ うとしたこ と,
更 に,3つ に分割 す るこ とでそれ ぞれ を異 なったデ ィス クに置 くこ ともで きるので,1つ のデ
ィス クへ の負荷 を小 さ くで きるメ リッ トが あるか らで ある。 この ように したので,パ ソコンで
デー タを読 み込み なん らかの出力 を得 よう とす る時は,企 業情 報フ ァイル→ イ ンデ ックス ・フ
ァイル→基本 デー タ ・フ ァイル と順 に読 み込み,変 換す るこ とで必要 なデー タ項 目数値や文 字
列 を得 る とい う処理 の流 れに なる。 なお,会 社情報 ファイルには企業 につ いての基本情報 が入
力 され てい るの で,業 種 か ら企業 を検 索す るとい った処理 の時 は,3つ の ファイル全 てを読 み
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込 まな くて も,256KBし か ないこのフ ァイルへ のア クセスだけで実 行 で きる。
4.デ ー タ ・べ 一 ス圧 縮 プ ログ ラ ム
磁気テープ形式の100メガ ・バイ トを越えるような大容量データ ・ファイル を読み込み圧縮
をする作業は,プ ログラ ミングと処理スピー ドの点で,ど うしても汎用計算機で処理すること































































※ このプ ロ グラムは実 際 に使 用 した もの では な く,圧縮 方法 の例 示す ための ものであ り,273項目のPacked
Decimal5bytes数値 を変換 ・圧 縮 し,実 デー タ ・フ ァイル(DAT),イ ンデ ックス ・ファイル(IDX)に
書 き込 む と言 う前提 に立 って いる。 なお,イ ンデ ックス ・フ ァイルの各 レコー ドの先頭 には,当 該デー タの収録
バ イ ト数が2バ イ ト整数 で書 き込 まれ ている。
デー タ圧縮 の 中心部分 をなす,PackedDecima1からパ ソコン ・4バ イ ト整数へ の変換 は次
の4つ の処理(代 入 と変 換)か らな ってお り,特 に複雑 な処 理 で も,特 殊 な操作 で もな い6)。
(1)PackedDecima1→31ビ・ソトのバ イナ リーi数値290行 一1
(2)31ビッ トのバ イナ リー数値 → その内部表現 の32ビッ ト文 字列290行 一2
(3)32ビッ ト文 字列→ それ を内部表 現 とす る4バ イ トの文字 列400行
(4)4バイ ト文 字列の順序 を前後 を逆に並 び変 え る410行
※(2)と(3)を一 つの式,例 えば,UNSPEC(C4)=UNSPEC(BN31);と して もよ
い 。
2バ イ ト型,1バ イ ト型の整数 とは,こ の4バ イ ト文 字列 の先頭か ら2バ イ トを取 り出すな
ら2バ イ ト整数,と い う具合 に なるので,こ れ以上 の代 入変換 の操作 は必要 な く,出 力 の とき
に文 字 列 出 力 バ イ ト数 を調 節 す れ ば よ い だ け で あ る。 プ ロ グラム では,260-2,310-2,
340-2,370-2行で,LOD(1)に 個 々 の実 デー タ出力バ イ トを与 え,そ れ を510行の 出力フォ
ーマ ッ トで使 用 して いる。
実 デー タ1項 目ご との入力様 式 を示す インデ ックス部分 は,個 々 の項 目の数値 の大 きさに よ
B
って,2ビ ッ トの文 字列 に適 当な値 を与 え(260-1,310-1,340-1,370-1行),これが4個 ま
とまれば,そ の8ビ ッ トを内部表現 とす る1バ イ トの文字 に変換 し(430～460,480～490行),
実 デー タ1レ コー ドを出力す る ときに インデ ックス も1レ コー ド出力 してい る(540行)。
以上 がプ ロ グラムの基本構 成 で あ る。 今 回実際 に使 用 した プ ログラムの全文 は,260行,約
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200ステ ップ程 度 であ るので,極 めて コンパ ク トなプ ログ ラム と言 えよ う。
5.圧 縮 デ ー タ出 力パ ソ コン ・プ ロ グ ラム
圧縮 デー タをパ ソコンで読 み込 んで出力す る操作 は,出 力 したい企業,決 算期 の インデ ック
ス ・デー タ と基本 デー タを読 み込ん だ上 で,イ ンデ ックスに基づ いて基本 デー タの0～4バ イ
トを正 しい数値 に変換 し出力す る とい う流れに な るが,8086系のCPUパ ソコンでのアセ ンブ
ラ言語 に よるプ ロ グラム は表6に 示す よ うにな る。 このプ ログラムは出力 デー タをすべ て4バ
イ ト整数 の形式 で出力す る もので あるが,表6の30～60行 の よ うな条件 が与 え られ このルーチ
ンが コー ル され る と,イ ンデ ックス ・デー タか ら1バ イ トを読み込 み(150行),そこか ら2ビ
ッ トを4回 に別 けて取 り出 し(180,190行),1回毎 に取 り出 した2ビ ッ トが00bなら欠損値 一
999999999にあ た るC4653601hの4バイ トを出力 し,01bなら実 デー タか ら1バ イ トを,10bなら
2バ イ トを読 ん だ後4バ イ ト表現 に し(DoubleWords)出力す る,11bなら4バ イ トを読 み


















イ ンデ ツクス ・デー タのア ドレス
4バ イ ト整数 出力ア ドレス







6)PL/1言語のバ イナ リー数値(整 数)は,通 常 のフ ロ゜ グラ ミングにおいては最高が31ビットであ
るが,そ の内部形式は,パ ソコンのC言 語な どの整数 と同 じで,2バ イ ト(16ビッ ト)と4バ イ ト
(32ビッ ト)を 単位 としている。 これには正負の判定用の1ビ ッ トが含 まれているので,BINARY
(1)～BINARY(15)は内部モー ドでは16ビッ ト,BINARY(16)～BINARY(31)は32ビッ
トである。 この内部 モー ドの コー ドをUNSPEC関 数 などで取 り出す時,バ イ ト単位の1頂序はパソ
コン様式 とは前後逆 となってい る。なお,バ イナ リー数値 をビッ ト文字列にUNSPEC関 数などで
変換をす るこ とな く直接代入す ると,そ の値の絶対値(正 の数値)が バ イナ リー宣言での指定 ビッ
ト数だけ,前 詰めでビッ ト文字列 に代入 されることになる。つまり,次 の ようなプ ログラムで,40
行で2つ の変数(BN16とBN15)数 値 に代入された値が正の数値 なら,50,60行の出力は全 く同
じで,'00001010'Bを出 力す るが,も し40行で一10が代 入 され て いるなら,50行の出力は'
















































































































;指 定項 目数の出力が終 了 した ら
;2bits単位 での4回 繰 り返 し
5-1.圧 縮 デ ー タ出 力用 パ ソ コ ン ・ ドライバ ー
圧縮 デー タのパ ソ コンでの 出力は,表6で 示 した よ うなプ ログラム を作 成す るこ とで,ユ ー
ザー が 自由に行 うこ とが で きるが,表6の 操 作 を実行 す るには,前 もって,(1)デー タ出力 を
必要 とす る企業情報 フ ァイル を よみ,そ の企業 につ いての,イ ンデ ックス と実デー タの収録 開
始 ポイ ン タを得 て,(2)インデ ッ クス ・フ ァイル を読 み込 みなが ら,そ の企業の 出力が必要 な
決算期 の インデ ックスの取 り込み,(3)実デー タ ・フ ァイルの必要 箇所 を取 り込む,と い う操
作が 必要 であ る。 これ を出力 プ ログラム を作 成す る ときに,い ちい ちプ ログラ ミン グす るのは
か な り厄介 な事 であ る。 そこでプ ログラ ミングを容易 にす るために,こ れ らの操作 をして くれ
る,ツ ー ル ・ソフ トを ドライバの形 で登録 で きるよ うに してお くのが便利 であろ う。 この よ う
な考 えで,MS-DOSをOSと す る8086系CPUの パ ソ コンな ら共通 して使 用 出来 る ドライ
バ ・ソフ トINTZZを 作成 した。 これ は,ユ ーザー が希望 す る任 意 の割 り込 み番 号 に,こ の
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圧縮データの読み込みルーチンを登録 してお くもので,ユ ーザーは,MS-DOSの システム
コール と同 じように,レ ジスタAHに 適当な値 を与 えて,こ の割 り込み番号 をコールす るこ
とで,圧縮デー タの基本的な出力を得 られるようにしたものである。
詳細は省略す るが,お およそ次の機能がある。
割 り込み番号:ユ ーザーが指定する任意の番号(0-255)(但し,OSに よって許可されてい
るもの)
(1)AH=0:圧 縮デー タの3つ のファイルのパス名 を与え,フ ァイルをオープンし,
初期化する
(2)AH=1:3つ のファイルをクローズす ることで終了する




(6)AH=6:指 定企業の指定 した決算期間の,指 定 した項目データを指定順に出力
(7)AH=8:(6)と 同じであるが,年 度換算データを出力する
この ドライバ ・ソフ トを使用すれば,圧 縮データの出力プログラムの作成にあたって,ユ ー
ザーはこのデータの圧縮方式について,一 切の配慮を払う必要がないので,比較的簡単にプロ
グラ ミングすることができよう。
5-2.圧縮 デー タのパ ソコンでのア クセス ・ス ピー ド
このように作成 した圧縮データと,出力用 ドライバ ・ソフ トであるが,パ ソコンでのアクセ
スに実際どれほどの時間が必要であろうか。2つ のパ ソコン機種でそのア クセス ・タイムを計
ってみた。実デー タ部分 に入力されている263項目のデー タについて,ラ ンダム ・サンプ リン
グした100社について収録 されている全決算期 を出力 した場合 と,それらの年度換算を計算出
力 した場合 などについて処理時間を計ると表7の ようになった。
表7圧 縮データのパソコンでの処理時間(100社263項目全決算期の出力)
B16HXモ デ ル386 PC9801RX
全決算期 年度換算 全決算期 年度換算










※ ここでデー タを出力す る とは,4バ イ ト整数の 内部表現 でメイン ・メモ リの指定 ア
ドレスにデー タを書 き込む ことで,CRTに 表示す る とか,フ ァイルに出力 したもの
で はない。上段 は3つ のファイ ルをすべてハ ー ド ・デ ィス クに置い た時で,下 段 は
企業情 報 ファイルをラム ・ディス クにおい た時 である。B16HXモ デル386はCPU
が80386(32bits),動作 クロ ック16MH,で内蔵ハ ー ド ・ディス ク(40MB)を 使
用,PC9801RXは80286(16bits),12MH,で,ハー ド ・デ ィ ス クは外付 けの
PCHDO40(40MB)を使 用 した。 なお,両 機種 とも通常 のBIOSコ マ ン ドでは1
秒以下の時 間を計 るこ とはで きないので,3回 テス トして平均 をとって いる。
II
大容量データベースの圧縮利用法
機種 の性能,特 にCPUの クロック数 に よ り,処 理 ス ピー ドはか な り異な るが,1社 ・全決
算期 デー タの読 み込み ・変換 ・出力 が,約0.4～0.6秒であ り,収 録全社 のデー タをすべて読み
込 んで,比 較 ・計算 をす るとい うよ うな特別 の処理 をす るよ うな場合(収 録 全社 の 「売上高 ・
営業 収益(NEEDSデ ー タ項 目の90番〉」 を87年度 につ い て読み込 み,高 額 か ら順 に ランキン
グづ け る計 算 した とこ ろ,PC9801RXで は4分48秒 とい う結果 とな った)を 別 とす ると,
通常 のデー タ出力処 理の ス ピー ドは,リ アル ・タイム処理 と言 える十分 なス ピー ドであ ろう。
お わ り に
デー タ圧縮の技法は,図 形,文 書,バ イナ リー型のプログラム ・ファイルなどに関 して,
様々な方法が開発されているが,NEEDSデータの様に,同 一フォーマ ットで継続的に更新 さ
れ,ま た研究者の利用 も多いデータ ・べ一スに対 しては,継 続的な更新への対応を損なわない
形で,そ れぞれのデータ ・べ一スに対応したデー タ圧縮法が開発されてよいのではないか と考
える。なお,こ の際 パ ソコンで圧縮データを読み込むためのプログラ ミングが複雑になった
り,その処理スピー ドがパソコンの限られた能力のために実用に耐えられないものであっては
無意味であるので,デ ータ圧縮は,パ ソコンでの出力ソフ トの作成の容易さも念頭において行
う必要がある。
筆者がここで試みたデータ ・べ一スの圧縮法は,固 定小数点形式の数値データがほ とん どの
特定のデータ ・べ一スを対象 としたものであり,データ ・べ一スー般の圧縮法を説明したもの
ではない。 しか し,固定小数点形式のデータについては,こ の圧縮法はかなり汎用的に利用出
来る方法ではないか と考 えている。多 くの研究機関で高価で有用なデー タを購入 した り,蓄積
しながらその有効利用が図れていない例 をよく耳にするが,こ れまでは,と もすればデー タだ
けが与えられ(購 入され)な がら,ユ ーザー ・ニーズに見合 った便利で有効な出力や解析のソ
フ トがなかなか提供されてこないという問題が多 くあった。そのような中で,こ のような試み
が,デ ータ ・べ一スの一層の活用の契機の1つ となれば幸いである。
付記
本稿脱稿後,大 蔵省が上場企業の有価証券報告書 を88年度決算以降についてパソコンで利用出来
るCD-ROMに 記憶され た形で発売す るこ とが発表 された(日本経済新 聞 ・89年8月22日・夕刊)。
よ うや く待 ち望んでいたものが発売 されるという感がある。 本稿 で説明 した研究 ・開発の動機 に
は・CD-ROMの ような形でデー タ ・べ一スを継続 ・更新す るのが現行の研究機関の力だけでは困
難であるため,そ の障害を迂 回して避けて通 るこ とになっても,パソコンで大容量データ ・べ一 ス
を直接アクセスす ることを可能に しようとする思いもあったか らである。公的な機関が,デ ータの
入力形式などを完全 にオープンにしてこのようなデータを提供 して くれれば,筆者 として も 「迂回」
の必要が・少 な くとも上場企業の有価証券報告書についてはなくなるわけである
。88年度以前のデー タも含めて,利 用可能になることを期待 したい。
一45一
